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１．はじめに

2011 年東北地方太平洋沖地震を受けて，内閣府

（2012）は今後南海トラフで発生し得る最大クラスの

地震モデルを検討し，駿河湾から日向灘に至る広大

な想定震源域（マグニチュード（M）9.1）を提示した

（第１図）．しかしながら，過去に南海トラフで発生

した最大規模の地震と言われる 1707 年の宝永地震

（M 8.6）では，その震源断層域は一般的に日向灘全

体にまでは及んでいないと考えられており（地震調

査研究推進本部地震調査委員会，2013），このような

超巨大地震が過去に実際に発生した例はこれまでに

知られていない．その１つの要因として，日向灘周

辺における地震・津波発生履歴が南海トラフ沿岸に

比べて十分に明らかにされていないことが挙げられ

る．

また，日向灘では過去に 1662年の外
とん

所
ところ

地震（M 7.6）
や 1968 年の日向灘地震（M 7.5）が発生したことが

知られており（第 1 図），これら 2 回の地震から，日

向灘では M 7.5 程度の規模のプレート間地震が約 200
年に 1 回発生すると評価されている（地震調査研究

推進本部地震調査委員会，2004）．しかし，1662 年

以前の大きな地震の発生履歴は明らかにされていな

い．日向灘で発生する地震の評価の確実性を高める

ため，また先述した内閣府（2012）による想定震源

断層域のように，南海トラフと日向灘の領域におけ
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る地震が過去に連動した可能性を検証するためには，

日向灘に面する地域において地震・津波発生履歴を

明らかにすることが重要である．

日向灘に面する宮崎県では，歴史史料などから過

去に津波の被害が出たことが知られているが，これ

までに津波堆積物の研究・報告例はあまり知られて

いない．宮崎県中央部に位置する宮崎平野では市原

（2014）や生田ほか（2014）が，宮崎県北部の延岡市

島浦町では山田ほか（2019）が，津波堆積物を目的

とした掘削調査を実施しているが，津波発生の履歴

解明はいまだ十分ではない．また，宮崎県南部の串

間市では Yamada et al.（2020）が約 4600 年前の津波

堆積物を報告しているが，その地震の破壊域がどこ

にあるのかは明らかにされていない．

本研究では，日向灘に面する地域における地震・

津波発生履歴を明らかにするために，宮崎県北部の

日向市において津波堆積物の検出を目的とした表層

掘削調査を実施した（第 2 図）．

２．調査地域と研究方法

掘削調査は宮崎県日向市財光寺付近に位置する海

岸低地で実施した（第 2 図）．この海岸低地は東西・

南北ともに 2.5 km 程度の広がりを持ち，標高はおお

むね 7 m 以下である．北は塩見川に，南は赤岩川に，

東は日向灘に面した砂浜（小倉ヶ浜）に挟まれている．
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この海岸低地のうち，南東角付近にあたる国道 10 号

と小倉ヶ浜に挟まれた，標高が 2～4 m 以下となる東

西 400 m，南北 500 mの範囲において，ジオスライサー

（幅約 15 cm，奥行約 7 cm）を用いた掘削を 2 地点，

ハンドコアラー・ハンドオーガーを用いた人力によ

る掘削を 48 地点で実施した．各掘削地点では，最大

で深度 1 m 程度までの掘削を行い，表層堆積物の層

相を確認した．また，ジオスライサー試料から得ら

れた試料に対し，放射性炭素年代測定を 6 件実施し

た．年代測定は，植物の種子や小枝などの植物片を

対象として，株式会社地球科学研究所において依頼

分析した（第 1 表）．

なお，宮崎県による津波浸水想定では，南海トラ

フにおける想定最大の津波が発生した場合，本調査

地域内では場所によって 2.0 m 以上 5.0 m 未満もしく

は 5.0 m 以上 10.0 m 未満の浸水深が想定されている

（宮崎県危機管理局危機管理課，2013）．

３．結果と考察

調査範囲のほぼ中央付近に位置する 2 地点 G1，
G2（第 2 図 B）では，ジオスライサーによる試料採

取を行い表層直下の堆積物を観察した．その結果，

以下のようにほぼ同じ層序が確認できた（第 3 図）．

なお，2 地点間の距離は 8 m 程度である．

地点 G1 では，深度 111 cm までの試料を採取した．

このうち，深さ 111～65 cm は淘汰のよい細粒砂層で

あり，最上部の深さ 70～65 cm あたりには有機質な

泥層が薄くレンズ状に挟まれる．また，全体を通し

て太い根痕がみられる．深さ 65～45 cm は有機質な

極細粒～細粒砂質泥層であり，下位の細粒砂層との

境界は明瞭である．深さ 45～28 cm は細い根痕がわ

ずかにみられる淘汰の良い細粒砂層であり，下位の

有機質砂質泥層との境界は浸食的である．深さ 28～
6 cm は太い根痕がみられる細粒砂質泥層であり，下

位の細粒砂層との境界は漸移的である．深さ 6 cm か

ら表層までは多数の根痕や根茎がみられる泥層であ

り，下位の細粒砂質泥層との境界は漸移的である．

地点 G2 では，深度 96 cm までの試料を採取した．

このうち，深さ 96～64 cm は淘汰のよい細粒砂層で

あり，最上部の深さ 75～64 cm あたりには有機質な

泥層が薄く挟まれる．また，全体を通して細い根痕

がみられる．深さ 64～44 cm は有機質な極細粒～細

粒砂質泥層であり，下位の細粒砂層との境界は明瞭

である．深さ 44～25 cm は細い根痕がわずかにみら

れる淘汰の良い細粒砂層であり，最上部の深さ 30～
25 cm あたりには有機質な泥層が薄く挟まれる．ま

た，下位の有機質砂質泥層との境界はやや浸食的で

ある．深さ 25～3 cm は太い根痕がみられる細粒砂質

泥層であり，下位の細粒砂層との境界は漸移的であ

る．深さ 3 cm から表層までは多数の根痕や根茎がみ

られる泥層（耕作土）であり，下位の細粒砂質泥層

との境界は漸移的である．

両地点の試料の最下部にみられた砂層は，試料採

取深度以下の少なくとも 10 数 cm 以下まで続いてい

ることが掘削調査時に確認できているが，試料とし

て採取することはできていない．この最下部の砂層

は層厚が厚く，また両地点とも太い根痕が内部に発

達することから，定常的に砂が堆積する浜堤のよう

な環境で形成された可能性が高いと判断した．一方，

地点 G1 の深さ 45～28 cm および地点 G2 の深さ 44
～25 cm でみられた淘汰の良い細粒砂層は，上下の

泥質層に挟まれており，津波や洪水のような突発的

なイベントにより形成された堆積物である可能性が

考えられることから，ここでは以下「イベント砂層」

と呼ぶこととする．

次に，このイベント砂層の形成年代を推定するた

め，地点 G1 で採取した試料のイベント砂層の下位・

上位の層準から植物遺体を採取し，放射性炭素年代

測定を 6 件実施した（第１表）．その結果，イベント

砂層より下位にあたる 62～64 cm の砂質泥層からは

暦 年 較 正 値（2σ）で 458～288 cal yBP と 281～
6 cal yBP の年代値が，イベント砂層の直下にあたる

46～48 cm の砂質泥層からは 465～300 cal yBP，270
～12 cal yBP，260～26 cal yBP の年代値が，イベント

砂層の直上にあたる 24～26 cm から砂質泥層からは

Modern の年代値がそれぞれ得られた．したがって，

このイベント砂層は 17 世紀以降に形成されたと考え

られる．

このイベント砂層の面的な広がりを確認するため

に，周辺の低地においてハンドコアラ－やハンドオー

ガーを用いて深さ約 1 m 程度までの掘削調査を 48 地

点で実施した（第 2 図）．その結果，全ての地点で表

層 10～20 cm 程度の耕作土を除くと，一部でやや泥

質な砂層がみられるものの，ほぼ淘汰の良い細粒～

中粒砂層からなることが明らかとなった．この砂層

は層厚が厚く，上下に砂質泥層がみられないことか

ら G1，G2 地点の最下部でみられた細粒砂層に対比

されると考えられるが，細粒砂層とイベント砂層に

挟まれた砂質泥層がせん滅することで両者が癒合し，

イベント砂層の識別ができない可能性もある．なお，

地点 G1，G2 は調査地範囲で最も標高が低い凹地の

底にあたり，イベント砂層は凹地を埋めるように局

所的に形成されている可能性も考えられる．いずれ

にせよ，このイベント砂層は地点 G1，G2 以外では

識別できておらず，面的な広がりを追うことができ

ないことから，イベント堆積物の起源が津波である

か，他の要因であるかについて詳細に検討すること

はできていない．

以上の結果から，本調査範囲においては十分な検

討を行うことができなかったため，外所地震や宝永

地震を含め，17 世紀以降の津波による堆積物が存在

するかどうかは不明である．今後，調査範囲を広げ

たさらなる検討が必要である．
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第 1 表．年代測定結果．
Table 1. Radiocarbon ages of the plant samples at site G1.

Location Depth (cm) Material δ13C (‰)
Conventional
age (yr BP) Calibrated age (cal BP, 2σ) Lab. no.

(Beta-)
24-26 Fruits -14.1 (Modern) (Modern) 478071
46-48 Fruits -24.5 310±30 465–300 (95.4%) 478072

46-48 Plant
fragments -29.9 110±30 270–211 (27.1%), 205–187  (2.8%),

148–12 (65.5%) 478073

46-48 Plant
fragments -25.0 70±30 260–220 (24.3%), 140–26 (71.1%) 478074

62-64 Plant
fragments -27.0 140±30 281–170 (43.1%), 152–59 (36.8%),

42–6 (15.5%) 478075

62-64 Fruits -26.2 290±30 458–348 (64.6%), 335–288 (30.8%) 478076

G1

４．まとめ

宮崎県日向市において，津波堆積物を目的とした

表層掘削調査を実施した．2 地点で採取したジオス

ライサー試料には，イベントによって形成されたと

考えられる砂層が 1 枚みられた．放射性炭素年代測

定の結果からは，このイベント砂層は 17 世紀以降に

形成されたと考えられる．このイベント砂層の面的

な広がりを確認するためにハンドオーガーやハンド

コアラーを用いて掘削調査を 48 地点で追加実施した

結果，この砂層は面的に広がっていることが確認で

きず，局所的な凹地に形成されている可能性がある．

以上のような観察事実からは，このイベント砂層が

津波で形成されたかどうかを判断するのは難しい．

また，本調査範囲においては外所地震や宝永地震以

降の津波堆積物がみられるかどうかも不明である．
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第 1 図．調査地（Fig. 2A とラベルされた四角形）と南海トラフの位置．赤線で囲まれた範囲は
南海トラフで発生しうる最大クラスの地震震源域（内閣府，2012；地震調査研究推進本
部地震調査委員会，2013）を示す．赤破線より西側は「日向灘」の領域を示し，黒丸は
日向灘で過去に発生した津波を伴う主な地震の震央を示す．a：1968 年日向灘地震（M 7.5；
地震調査研究推進本部地震調査委員会，2004）．b：1662 年外所地震（M 7.6；地震調査
研究推進本部地震調査委員会，2004）．基図は岸本（2000）の地形データと GMT（Wessel 
and Smith, 1998）を使用して作成．

Fig. 1. Locations of the Nankai Trough, the Hyuga-nada, and the survey area (black square with the label 
“Fig. 2A”). Red line indicates source area of the greatest scenario earthquake along the Nankai 
Trough (Earthquake Research Committee, The Headquaters for Earthquake Research Promotion, 
2013). A western side of the red dashed line indicates the “Hyuga-nada” region, and black circles 
indicate epicenter of the major earthquakes accompanied by the tsunami in this region. A: Hyuga-
nada Earthquake in 1968 (M 7.5). b: Tontokoro Earthquake in 1662 (M 7.6). The base map is 
prepared using GMT program (Wessel and Smith, 1998) with topographic data provided by 
Kisimoto (2000).
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第 2 図．（A）日向市財光寺の調査地周辺の地形．（B）調査地点図．赤丸はジオス
ライサーによる掘削調査地点を，青丸はハンドコアラーやオーガーによる
掘削調査地点を示す．基図は国土地理院による地理院地図（電子国土 Web）
の空中写真とデジタル標高地形図を重ね合わせ加工して作成．

Fig. 2. (A) Geomorphological map of the survey area in Hyuga City. (B) Map showing the 
survey sites. Red and blue circles indicate survey sites using the geoslicer, and 
handy corer and/or auger, respectively. Base map is modified after GSI Maps, a 
superposition of an aerial photo and a digital elevation map provided by Geospatial 
Information Authority of Japan (GSI).
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第 3 図．G1・G2 地点のジオスライサー試料の柱状図と放射性炭素年代値．
Fig. 3. Columnar sections with calibrated radiocarbon ages for Geosliser cores G1 and G2.


